
厚千こ
川ぞ
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地ち

遺
跡

秋
田

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
仙
北
郡
美
郷
町

（旧
千
畑
町
）
土
崎
字
厨
川
谷
地

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
二
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
五
十
嵐

一
治

。
赤
上
秀
人

・
山
形
博
康

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

厨
川
谷
地
遺
跡
は
、
国
史
跡
払
田
柵
跡
の
南
東
約
二
〇
〇
ｍ
の
広
大
な
沖
積

地
に
位
置
す
る
。
こ
の
沖
積
地
は
河
川
氾
濫
原
に
広
が
る
複
数
の
河
道
と
微
高

地
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
お
り
、

厨
川
谷
地
遺
跡
も
、
蛇
行
す
る

河
道
と
そ
れ
に
囲
ま
れ
た
微
高

地
上
に
立
地
す
る
。
微
高
地
上

に
は
、
土
坑
や
掘
立
柱
建
物
か

ら
な
る
祭
祀
遺
構
群
が
あ
り
、

郷

そ
れ
を
取
り
囲
む
流
路
も
ま
た

エハ

祭
祀
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
。
発
掘
調
査
で
は
五
〇
〇

を
越
え
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
が
、
竪
穴
住
居
な
ど
生
活
に
直
接
関
連
す
る
遺

構
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

木
簡
は
計
人
点
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
呪
符
木
簡
二
点
を
含
む
七
点
が
旧
河

道
周
辺
か
ら
出
土
し
た
。
時
期
は
九
世
紀
第
Ⅳ
四
半
期
か
ら

一
〇
世
紀
第
Ｉ
四

半
期
に
か
け
て
と
考
え
ら
れ
る
。
残
る

一
点
は
、
近
世
以
降
の
水
田
区
画
に
関

係
す
る
遺
構
の
周
辺
で
、
表
土
直
下
か
ら
出
土
し
た
。
時
期
は
近
世
で
あ
ろ
う
。

ω
ｌ
Ｏ
は
甲
Ａ
地
区
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
五
三
二
か
ら
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｋ
五
三
二
は
、

旧
河
道
中
の
湧
水
点
で
あ
る
。
④
は
甲
Ａ
地
区
の
、
働
は
乙
Ａ
地
区
の
そ
れ
ぞ

れ
包
含
層
か
ら
出
土
し
た
。
Ｏ
⑦
は
乙
Ｂ
地
区
の
溝
Ｓ
Ｄ
四
四
七
か
ら
出
土
し

た
。
Ｓ
Ｄ
四
四
七
も
旧
河
道
の
一
部
で
あ
る
。

木
簡
以
外
の
文
字
資
料
と
し
て
は
、
広
義
の
墨
書
土
器

蜜
笙書
・
刻
書
。
今
フ

書
の
あ
る
土
器
）
が
、
遺
構
内
か
ら

一
三
二
点
、
遺
構
外
か
ら
二
六
〇
点
、
計

三
八
二
点
出
上
し
た
。
内
訳
は
、
墨
書
三
三
六
点
、
今
フ
書
き
二
人
点
、
刻
書

一
人
点
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
文
字

・
記
号
が
記
さ
れ
た
も
の
に
、
「風
」
漆
書

漆
器
が

一
点
、
九
字

（ド
ー
マ
ン
）
刻
書
砥
石
三
点
が
あ
る
。
墨
書
土
器
は
土

器
の
種
類

・
墨
書
部
位
な
ど
に
よ
り
記
さ
れ
る
文
字
や
記
号
が
異
な
り
、
出
土

地
点
も
異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
祭
祀
の
内
容
に
応
じ
て
、
祭
祀
の
場
所
や
用

い
る
文
字

・
記
号
が
あ
る
程
度
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま

た
壺
甕
類
は
意
図
的
に
打
ち
割
ら
れ
、
特
定
の
破
片
内
面
に
墨
が
塗
ら
れ
た
う

え
で
、
広
い
範
囲
に
撤
か
れ
て
お
り
、
壼
甕
類
へ
の
憑
依
を
避
け
た
も
の
と
類

推
さ
れ
る
。



2004年 出上の木簡
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①
は
刀
形
に
転
用
さ
れ
て
お
り
、
上
下
両
端
は
原
形
を
と
ど
め
な
い
。

②
は
呪
符
木
簡
。
上
下
両
端
は
直
線
状
に
切
り
取
ら
れ
、
板
状
を
呈
す
る
。

下
端
は
二
次
的
な
整
形
か
。

①
は
題
鏡
軸
で
、
軸
部
の
下
端
は
欠
損
。
伊
福
部
弓
継
が
作
成
し
た
文
書
に

と
り
つ
け
ら
れ
た
題
鎖
軸
と
思
わ
れ
る
。

い
は
上
端
は
圭
頭
状
を
呈
し
、
下
端
は
欠
損
す
る
。

⑤
は
大
型
の
呪
符
木
簡
。
上
端
は
左
右
両
隅
を
山
形
に
切
り
落
と
し
、
下
端

を
尖
ら
せ
る
。
「律
」
の
位
置
に
刀
子
に
よ
る
切
り
傷
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
折

り
曲
げ
ら
れ
、
二
片
が
旧
河
道
中
に
突
き
刺
さ
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。　
一

連
の
祭
祀
行
為
の
最
終
段
階
で
の
折
り
と
考
え
ら
れ
、
本
遺
跡
で
出
土
し
た
斎

串
に
も
、
同
様
に
刀
子
で
切
り
傷
を
つ
け
た
う
え
で
折
る
例
が
複
数
確
認
さ
れ

て
い
る
。

０
は
上
端
は
圭
頭
状
、
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
題
鎖
軸
の
題
鎖
部
分
と
推

定
さ
れ
、
表
裏
両
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
焼
損
を
被

っ
て
お
り
釈
読
で
き

な
い
。
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い
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０
は
斎
串
に
転
用
さ
れ
た
木
簡
で
、
墨
痕
が
残
る
が
釈
読
で
き
な
い
。

①
は
両
面
に
同
文
の
平
仮
名
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
文
意
は
と

れ
な
い
。
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